
感染症情報 ８月４日～１０日

②伝染性紅斑

④溶連菌感染症

４１９例（堺市 

１７５例（堺市 ２４例）
１５３例（堺市 １６例）

報告数による順位。前週比１７．６％減の１，９４８件。感染性胃腸
炎は府下で前週から１７％減、堺市で前週２３例→今回３５例
（５２％増）。伝染性紅斑が府下で６％減、堺市で４０例→３３例。ヘ
ルパンギーナが府下で２５％減、堺市で３９例→２６例であった。溶
連菌感染症が府下で２２％減、堺市で２６例→２４例。ＲＳウイルス
感染症が府下で７％減、堺市で５例→１６例。
インフルエンザが府下で前週６９例→今回５５例は２０％減。堺市
で前週１例→今回２例であった。全数把握疾患の百日咳は大阪府
で８１例→６８例は１６％減、堺市は２例→５例であった。今年入
ってからの府内の累積報告数は２，４３９例となった。

３３例）
③ヘルパンギーナ ３８８例（堺市 ２６例）

３５例）

府下２９１医療機関（堺市２５）から

府下小児科１８５医療機関（堺市１７）から

①感染性胃腸炎 ５８０例（堺市

５５例（堺市インフルエンザ ２例）

府下２９１医療機関（堺市２５）から

１，２１２例（堺市新型コロナウイルス感染症 １２５例）

 新型コロナウイルスの定点報告は、府下で３％増（７週連続増）、
定点当たり４．０４→４．１６。堺市は１２７例→１２５例で２％減、定点
当たり５．０８→５．００は大阪府ブロック別でワースト２位であった。

大阪府定点 ４．１６ 堺市定点 ５．００

風疹はなかったが、大阪市で麻疹１例が報告された。

⑤ＲＳウイルス感染症

府下２９１医療機関（堺市２５）から

９，６７７例（堺市急性呼吸器（ARI）感染症 １，００６例）
大阪府定点 ３３．２５ 堺市定点 ４０．２４

 急性呼吸器感染症は大阪府で前回より８％減、定点当たり
３６．３１→３３．２５、堺市で１，０２８例→１，００６例は前回より２％減、
定点当たり４１．１２→４０．２４であった。
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